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特
集

1

荒
山
正
彦 

関
西
学
院
大
学 

文
学
部
教
授
　

山
口

　誠 

獨
協
大
学 

外
国
語
学
部
交
流
文
化
学
科
教
授
　

木
田
拓
也 

武
蔵
野
美
術
大
学 

造
形
学
部
教
授

進
行
○

　
　
　
　
　
　
　

構
成
○

編
集
協
力
○

写
真
○

塩
谷
英
生
（
公
財
）日
本
交
通
公
社

大
隅
一
志
（
公
財
）日
本
交
通
公
社

　
　
　
　
　
　
　

福
永
香
織
（
公
財
）日
本
交
通
公
社

井
上
理
江

村
岡
栄
治

古
書
と
の
出
会
い

事
務
局
…
本
日
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
は
、
当
館

が
所
蔵
す
る
古
書
を
ご
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
の
お
立
場
か
ら
古
書
の
多
様
な
価
値
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本
日
は
改
め
て
古
書
を

座
談
会

だ
か
ら
古
書
は 

お
も
し
ろ
い
!

〜
旅
行
案
内
書
か
ら
見
る
日
本
の
リ
ア
ル
〜
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荒
山
正
彦
　

関
西
学
院
大
学 

文
学
部
教
授
　

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。 

専
門
は
人
文
地
理
学
、旅
行
の
文
化
史
。 

近
代
期
の
旅
行
案
内
書

55
点
を
復
刻
し
た
企
画『
シ
リ
ー
ズ
明
治・大
正
の
旅
行 

旅
行
案
内
書
集
成 

全
26
巻
』（
ゆ
ま
に
書
房
、2
0
1
3
〜
2
0
1
5 

年
）や
、ジ
ャ
パ
ン・ツ
ー
リ
ス
ト・ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
雑
誌『
ツ
ー
リ
ス
ト
』の
復
刻（
ゆ
ま
に
書
房
、2
0
1
7
〜
2
0
1
8
年
）の
監

修
と
解
説
を
行
っ
た
。 

近
著
と
し
て『
近
代
日
本
の
旅
行
案
内
書
図
録
』（
創
元
社
、2
0
1
8
年
）。

ひ
も
と
く
意
義
や
古
書
か
ら
得
ら
れ
る
示
唆
な
ど
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
最
初
に
、
先
生
方

と
古
書
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

荒
山
…
私
は
大
学
院
生
の
時
に
「
近
代
日
本
の
国
土
空
間
の

形
成
」
を
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
い
て
、
地
理
的
に
日
本
が
ど

う
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
を
考
え
る
た
め
に
、
古
い
旅
行
案

内
書
を
手
に
し
ま
し
た
。
旅
行
案
内
書
で
は
対
象
の
姿
が
デ

フ
ォ
ル
メ
さ
れ
魅
力
的
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
当
時
の
人

び
と
の
認
識
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
が
、
資
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
価
値
が
あ
る
と
思
い
、
関
心

を
持
ち
始
め
ま
し
た
。

山
口
…
私
は
メ
デ
ィ
ア
研
究
の
出
身
な
の
で
、
メ
デ
ィ
ア
と

し
て
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
歴
史
に
興
味
が
あ
る
の
で
す
が
、

い
ま
荒
山
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お
り
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

は
観
光
地
を
よ
く
見
せ
る
部
分
も
あ
れ
ば
隠
す
部
分
も
あ
り
、

そ
の
時
代
の
旅
の
あ
り
方
を
活
写
し
た
重
要
な
資
料
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
人
々
が
ど
う
い
う
観
光
を
欲
し
て
い
た

か
を
知
る
に
は
、
統
計
な
ど
数
字
の
資
料
を
使
う
よ
り
も
、

面
白
い
視
点
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

木
田
…
私
は
現
在
、
美
大
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
前

は
美
術
館
で
長
く
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
工
芸
や
デ
ザ
イ
ン

が
専
門
な
の
で
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
関
連
の
書
籍
の
内
容
と
い
う

よ
り
も
、
表
紙
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
日
本
の
工
芸
史
も
研
究
し
て
い
ま
す
が
、
工
芸
家
の

年
譜
な
ど
を
見
る
と
、
昭
和
初
期
に
朝
鮮
半
島
や
満
州
を
訪

れ
た
と
い
う
記
録
が
よ
く
見
ら
れ
、
よ
り
詳
し
く
内
容
を
知

り
た
い
と
思
い
、
植
民
地
や
外
地
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
探
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
観
光
関
係
の
古
い
本
は
印
刷
も
今
と

は
違
っ
て
独
特
の
風
合
い
が
あ
り
、

広
告
な
ど
も
す
ご
く
面
白
く
、
当
時

の
空
気
感
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

古
書
か
ら
わ
か
る
こ
と

事
務
局
…
色
々
な
古
書
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
特
に
ご
自
身
の
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
一
冊

が
あ
れ
ば
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。
ま
た
、
古
書
を
ひ
も

と
く
こ
と
で
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。

荒
山
…
お
よ
そ
20
年
ほ
ど
前
か
ら
、
外
地
や
植
民
地
へ
の
旅

行
関
係
の
資
料
を
集
め
は
じ
め
ま
し
た
。
1
9
3
1
（
昭
和

6
）
年
5
月
に
、
東
京
鉄
道
局
が
主
催
し
て
一
般
に
募
集
し

た
朝
鮮
と
満
洲
へ
の
約
2
週
間
の
団
体
旅
行
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、
こ
の
団
体
旅
行
の
記
録
『
鮮
満
の
旅
』
を
古
書
店
で

手
に
入
れ
た
こ
と
が
、
漠
然
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
外
地
・

植
民
地
へ
の
旅
行
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
る
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。

『
鮮
満
の
旅
』
に
は
、
周
遊
ル
ー
ト
や
集
合
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
、
本
の
持
ち
主
が
プ
ラ

『
近
代
日
本
の
旅
行
案
内
書
図
録
』

荒
山
正
彦
、創
元
社
、2
0
1
8
年

特集 座談会◎だから古書は おもしろい！1



6

山
口 

誠獨協大学外国語学部交流文化学科
教
授
　

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。 

博
士（
社
会
情
報

学
）。 

専
門
は
観
光
研
究
、メ
デ
ィ
ア
研
究
、歴
史
社
会
学
。 

主
な
著
書
に『
ニ

ッ
ポ
ン
の
海
外
旅
行
』（
筑
摩
書
房
、2
0
1
0
年
）、『
グ
ア
ム
と
日
本
人
』（
岩

波
書
店
、2
0
0
7
年
）、『
英
語
講
座
の
誕
生
』（
講
談
社
、2
0
0
1
年
）、

『「
地
球
の
歩
き
方
」の
歩
き
方
』（
共
著
、新
潮
社
、2
0
0
9
年
）な
ど
。

イ
ベ
ー
ト
で
撮
影
し
た
ス
ナ
ッ
プ
写
真
や
、
個
人
名
が
は
い

っ
た
「
鮮
満
視
察
回
遊
乗
車
券
」
が
は
さ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
後
に
は
外
地
や
植
民
地
を
旅
行
し
た
際
の
御
朱
印
帳
の

よ
う
な
旅
行
ス
タ
ン
プ
帳
も
手
に
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
旅

行
記
録
や
ス
タ
ン
プ
帳
な
ど
、
人
々
の
旅
行
の
痕
跡
み
た
い

な
も
の
に
出
会
っ
た
事
が
、
そ
の
後
の
研
究
に
つ
な
が
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
同
じ
頃
に
、
鉄
道
院
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
全
5
巻

か
ら
な
る
英
文
の
旅
行
案
内
書 

A
n 

O
ffi

cial 
G

uide 
to 

Eastern A
sia 

の
存
在
を
知
り
、
そ
の
第
一
巻
が
満
洲
・
朝

鮮
で
あ
る
こ
と
や
、
こ
の
第
一
巻
の
出
版
年
が
1
9
1
3

（
大
正
2
）
年
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
こ
の
時
代
に
こ
う
し

た
旅
行
案
内
書
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
種
の
驚
き

を
感
じ
ま
し
た
。

木
田
…
私
は
美
術
館
に
在
籍
し
て
い
た
2
0
1
2
年
に
、

「
越
境
す
る
日
本
人
│
工
芸
家
が
夢
見
た
ア
ジ
ア

1
9
1
0
s
│

1
9
4
5
」
と
い
う
展
覧
会
を
企
画
し
た
の

で
す
が
、
こ
の
時
に
朝
鮮
総
督
府
が
出
し
た
『
朝
鮮
旅
行
案

内
』
と
い
う
本
に
出
会
い
ま
し
た
。

　
町
ご
と
の
人
口
や
現
地
の
学
校
の
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て

い
て
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
旅
行
ガ
イ
ド
と
は
随
分
違
う

と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
例
え
ば
当
時
の
ソ
ウ
ル
の
40

万
人
の
人
口
の
う
ち
10
万
人
が
日
本
人
と
な
っ
て
い
て
、
そ

の
数
字
の
大
き
さ
に
も
驚
き
ま
し
た
し
、
生
活
に
関
す
る
情

報
も
多
く
、
そ
こ
に
暮
ら
し
て
い
た
日
本
人
の
生
活
が
と
て

も
リ
ア
ル
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

山
口
…
私
は
最
近
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ

ー
の
創
始
者
で
あ
る
木
下
淑
夫
の
遺
稿
集
『
国
有
鉄
道
の
将

来
』
を
繰
り
返
し
読
ん
で
い
ま
す
。
単
に
お
金
儲
け
や
日
本

の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
上
げ
る
た
め
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
を
行

う
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人
び
と
が
世
界
を
移
動
す
る
観
光

の
新
時
代
に
、
極
東
ア
ジ
ア
の
国
が
何
を
す
べ
き
か
、
そ
し

て
国
際
観
光
と
民
間
交
流
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
、
と

い
う
大
局
的
な
観
点
に
立
っ
た
木
下
氏
の
思
考
に
は
、
今
も

学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

『
紀
念
ス
タ
ン
プ
印
集
』

（
旅
行
ス
タ
ン
プ
帳
）1
9
3
1
年

『「
地
球
の
歩
き
方
」の
歩
き
方
』 

山
口
さ
や
か
／
山
口 

誠
、新
潮
社
、2
0
0
9
年

よ
し 

お
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荒
山
先
生
が
紹
介
さ
れ
た 

A
n 

O
ffi

cial 
G

uide 
to 

Eastern A
sia 

も
、
後
藤
新
平
・
鉄
道
院
総
裁
の
も
と
で
木

下
氏
が
制
作
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
、
印
象
深
い
本
で
す
。

い
ま
読
み
返
し
て
も
、
じ
つ
に
詳
細
な
情
報
と
豊
か
な
描
写

に
満
ち
て
い
て
、
驚
く
ほ
ど
完
成
度
の
高
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

だ
と
思
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
同
書
が
誕
生
し
た
1
9
1
3
年
は
、
ジ
ャ
パ

ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
関
誌
「
ツ
ー
リ
ス

ト
」
が
創
刊
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
は
イ
ギ
リ
ス
の

ジ
ョ
ン
・
マ
レ
ー
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
英
文
の
日
本
旅
行
案

内
書 A H

andbook for T
ravellers in Japan 

の
最
終
版
が
発

行
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
考
え
る
と
1
9
1
3
年

と
い
う
の
は
、
日
本
の
観
光
の
歴
史
に
お
い
て
意
義
深
い
年

だ
と
思
い
ま
す
。

荒
山
…
旅
行
案
内
書
が
多
様
化
し
た
と
い
う
お
話
に
関
連
し

ま
す
が
、
戦
前
に
発
行
さ
れ
た
『
南
洋
案
内
』
も
興
味
深
い

内
容
で
し
た
。
南
洋
協
会
と
い
う
と
こ
ろ
が
出
し
て
い
る
の

で
す
が
、
観
光
旅
行
の
話
は
登
場
せ
ず
、
1
0
0
％
移
住
に

関
す
る
内
容
で
し
た
。
旅
行
案
内
書
と
い
う
書
籍
が
持
っ
て

い
る
裾
野
の
広
さ
を
感
じ
ま
し
た
ね
。

　
ま
た
、
北
海
道
や
樺
太
、
満
洲
へ
の
旅
行
案
内
書
に
も
そ

う
い
う
傾
向
が
あ
り
、
開
拓
や
移
住
、
生
活
一
般
に
つ
い
て

の
情
報
な
ど
が
書
か
れ
て
い
て
、
旅
行
と
い
う
言
葉
が
示
す

イ
メ
ー
ジ
が
現
代
と
は
違
う
と
感
じ
ま
し
た
。

山
口
…
戦
前
は
も
ち
ろ
ん
、
1
9
6
0
年
代
ご
ろ
ま
で
日
本

で
は
海
外
移
住
も
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
今
の
方

が
旅
行
や
観
光
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
の
サ
イ
ズ
が
、
意
外
な

ほ
ど
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
3
泊
4
日
で
食
べ
て
買

い
物
を
し
て
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
海
外
旅
行
を
推
し
進
め

　
木
下
淑
夫
は
、
日
本
の
鉄
道
の
近
代
化

に
大
き
く
寄
与
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
実
は
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ

ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以
下
、
ビ
ュ
ー
ロ

ー
）
の
生
み
の
親
で
も
あ
り
、
日
本
の
観

光
黎
明
期
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
。

 

1
8
7
4
（
明
治
7
）
年
に
京
都
府
に

生
ま
れ
、
大
学
で
は
土
木
工
学
、
大
学
院

で
は
法
律
と
経
済
を
専
攻
し
た
木
下
は
、

明
治
32
年
に
逓
信
省
鉄
道
作
業
局
に
入
局

し
ま
し
た
。
2
度
に
わ
た
る
海
外
留
学
や

海
外
で
開
催
さ
れ
た
鉄
道
連
絡
会
議
へ
の

出
席
な
ど
を
経
験
し
、
国
際
感
覚
を
養
う

と
と
も
に
、
先
進
的
な
各
国
の
鉄
道
・
観

光
事
情
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。
こ
う

し
た
中
、
諸
外
国
の
日
本
に
対
す
る
意
識 「

木
下
淑
夫
と

 

木
下
文
庫
」

の
低
さ
に
落
胆
。
多
く
の
外
国
人
に
日
本

を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
日
本
に
来

て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
と
考
え
、
帰
国
後

す
ぐ
に
国
際
親
善
と
国
際
経
済
振
興
の
最

良
策
と
し
て
外
客
誘
致
の
必
要
性
を
説
い

て
ま
わ
り
、
1
9
1
2
（
明
治
45
）
年
に

ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
木
下
は
観
光
事
業
に
お
い
て
は
、ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
設
立
や
国
立
公
園
調
査
の
実
施
、外

客
に
向
け
た
案
内
記 A

n O
ffi

cial G
uide 

to E
astern A

sia

（
全
5
巻
）の
編
纂
な
ど

を
お
こ
な
い
、
鉄
道
事
業
に
お
い
て
は
旅

客
貨
物
の
運
輸
規
定
の
改
正
、
食
堂
車
の

開
始
、
定
期
回
数
券
の
大
衆
化
、
汽
車
時

間
表
の
統
制
、
特
急
列
車
の
運
行
な
ど
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
木
下
は
夢
想
家
で
あ

っ
た
と
同
時
に
企
画
の
才
に
富
む
理
想
家

で
あ
り
、
利
用
者
本
位
で
様
々
な
改
革
を

成
し
遂
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　
1
9
2
3
（
大
正
12
）
年
、
多
く
の
人

に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
49
歳
と
い
う
短
い
生

涯
を
終
え
ま
す
が
、
木
下
の
意
思
を
継
い

だ
多
く
の
後
輩
た
ち
が
日
本
の
鉄
道
・
観

光
政
策
を
担
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
1
9
2
9
（
昭
和
4
）
年
の
7
回
忌
に

は
、
有
志
に
よ
っ
て
木
下
文
庫
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
木
下
文
庫
に
は
木
下
の
蔵
書

を
は
じ
め
、
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
初
代
監
事
で

あ
る
生
野
團
六
や
国
際
観
光
局
初
代
局
長

の
新
井
堯
爾
な
ど
の
蔵
書
な
ど
も
収
蔵
さ

れ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
太
平
洋
戦
争

で
そ
の
多
く
が
散
逸
し
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
館
で
は
90
冊
ほ
ど
の
古
書
を
木
下

文
庫
と
し
て
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

 An O
ffi

cial G
uide to Eastern Asia Vol.1 M

anchuria &
 C

hosen

鐵
道
院
、鐵
道
院
、1
9
1
3
年

『
故
木
下
淑
夫
君
年
譜
』ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、

ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
内（
木
下
文
庫
）、1
9
3
9
年

木
下
淑
夫

（
1
8
7
4
│

1
9
2
3
）

特集 座談会◎だから古書は おもしろい！1
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木
田
拓
也

武
蔵
野
美
術
大
学

造
形
学
部
教
授

早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
卒
業
後
、佐
倉
市
立
美
術
館
学

芸
員
、東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
課
主
任
研
究
員
な
ど

を
経
て
現
職
。 

博
士（
文
学
）。 

主
な
著
書
と
し
て『
工
芸
と

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
現
代「
日
本
的
な
も
の
」の
創
出
』（
吉

川
弘
文
館
・
2
0
1
4
年
）、『
日
本
の
20
世
紀
芸
術
』（
共

著
・
平
凡
社
・
2
0
1
4
年
）、『
近
代
日
本
デ
ザ
イ
ン
史
』

（
共
著・美
学
出
版・2
0
0
6
年
）な
ど
が
あ
る
。 

こ
れ
ま

で
に
担
当
し
た
企

画
展
は「
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
1
9

6
4 

デ
ザ
イ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
2

0
1
3
年
）、「
よ

う
こ
そ
日
本
へ
：

1
9
2
0
│

3
0

年
代
の
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
デ
ザ
イ
ン
」

（
2
0
1
6
年
）

な
ど
多
数
。

る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
主
流
に
な
っ
て
久
し
い
で
す
が
、
し
か

し
昔
は
長
く
旅
す
る
と
い
う
意
味
で
の
移
住
が
あ
り
、
ま
た

数
年
か
け
て
海
外
を
め
ぐ
る
長
期
旅
行
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

う
い
う
こ
と
も
古
書
は
教
え
て
く
れ
ま
す
ね
。

荒
山
…A H

andbook for Travellers in Japan 

で
も
、
前
半
に
は

日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
旅
行
案

内
と
言
い
つ
つ
、
か
な
り
長
期
間
に
わ
た
っ
て
日
本
に
滞
在

す
る
外
国
人
に
も
役
立
つ
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
、
木
田
先
生
か
ら
『
朝
鮮
旅
行
案
内
』
に
人
口
の

情
報
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
の
旅
行
案
内
書
で
は
旅
行
先
の
人
口
な
ど
が
書
か
れ
て

あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
戦
前
の
あ

る
時
期
ま
で
、
旅
行
案
内
書
は
地
誌
の
役
割
も
果
た
し
て
い

た
ん
で
す
ね
。
現
代
の
旅
行
案
内
書
よ
り
も
、
も
う
少
し
客

観
的
に
地
域
の
状
況
が
書
か
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

古
書
を
取
り
巻
く
環
境

　
　

事
務
局
…
な
る
ほ
ど
、
日
本
の
観
光
の
黎
明
期
に
お
け
る
地

域
の
状
況
や
、
旅
行
形
態
、
観
光
政
策
な
ど
が
リ
ア
ル
に
わ

か
る
訳
で
す
ね
。
一
方
で
、
こ
う
し
た
日
本
の
観
光
史
は
ま

だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
部
分
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
古
書

と
い
う
性
格
上
、
閲
覧
で
き
る
環
境
が
少
な
い
こ
と
も
一
因

で
し
ょ
う
か
。

日
本
の
観
光
の
成
り
立
ち
や

現
在
地
点
を
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に
問
う
歴
史
研
究
を

ど
う
社
会
に
還
元
す
る
か

『
よ
う
こ
そ
日
本
へ
：

1
9
2
0
│

30
年
代
の

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
デ
ザ
イ
ン
』

東
京
国
立
近
代
美
術
館 

編（
木
田
拓
也
）、

東
京
国
立
近
代
美
術
館
、2
0
1
6
年
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荒
山
…
こ
こ
20
年
間
ぐ
ら
い
、
旅
行
に
関
す
る
古
書
資
料
を

集
め
て
き
た
経
験
か
ら
す
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達

し
た
お
か
げ
で
、
今
は
非
常
に
手
に
入
り
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
古
書
店
を
回
っ
て
1
点
ず
つ
資
料
を
集
め
て
い
た
時
代

に
比
べ
る
と
、
格
段
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ

れ
は
旅
行
史
の
研
究
に
限
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る
学
問
分
野

に
お
い
て
古
書
資
料
を
用
い
る
研
究
の
環
境
は
向
上
し
ま
し

た
し
、
日
本
に
い
な
が
ら
外
国
の
古
書
店
の
本
や
資
料
も
買

い
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

山
口
…
そ
の
反
面
、
私
が
常
々
感
じ
て
い
る
の
が
、
古
い
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
観
光
系
の
古
書
は
す
ぐ
廃
棄
さ
れ
、
長
期

保
存
さ
れ
に
く
い
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

荒
山
…
一
般
的
に
旅
行
案
内
書
は
、
情
報
が
新
鮮
で
な
い
と

商
品
価
値
が
下
が
る
の
で
毎
年
の
よ
う
に
更
新
さ
れ
ま
す
ね
。

消
費
者
に
と
っ
て
は
過
去
の
も
の
は
価
値
が
低
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
研
究
資
料
と
し
て
は
情
報
が
新
鮮
で
な
く
て

も
い
い
の
で
す
。

山
口
…
確
か
に
古
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
単
体
で
は
価
値
が

定
ま
り
ま
せ
ん
が
、
過
去
か
ら
欠
か
さ
ず
全
部
揃
っ
た
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
な
る
と
、
観
光
史
な
ど
を
研
究
す
る
上
で
、
劇

的
に
利
用
価
値
が
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

事
務
局
…
2
年
前
に
当
館
が
南
青
山
に
移
転
し
、
開
館
1
年

目
で
閲
覧
が
多
い
資
料
の
上
位
は
、
圧
倒
的
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
「
る
る
ぶ
」
で
す
。
と
は
言
え
、
最
新
号
を
見
に
来
て

い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
は
な
く
、
一
人
で
同
じ
地
域

の
「
る
る
ぶ
」
を
何
年
分
か
に
渡
っ
て
ま
と
め
て
閲
覧
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。
お
そ
ら
く
学
生
が
研
究
対
象
と
し
て

利
用
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

山
口
…
そ
の
事
実
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
旅
の
図

書
館
の
よ
う
な
専
門
図
書
館
や
、
発
行
元
に
は
、
過
去
に
発

行
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
ぜ
ひ
保
存
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
。
2
0
2
0
年
に
向
け
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
印
刷
物
の
配
布
も
は
じ
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
保
存
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

木
田
…
私
は
観
光
学
と
い
う
存
在
を
長
く
知
ら
ず
、「
よ
う

こ
そ
日
本
へ
：
1
9
2
0
|
3
0
年
代
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
デ

ザ
イ
ン
」
と
い
う
展
覧
会
を
2
0
1
6
年
に
企
画
し
た
時
に
、

初
め
て
そ
う
い
う
研
究
領
域
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
世
界
で
は
、
日
本
の
観
光
イ
メ

ー
ジ
を
扱
っ
た
ポ
ス
タ
ー
や
国
際
観
光
局
が
発
行
し

T
R

AV
E

L  IN
  JA

P
A

N

と
い
う
雑
誌
な
ど
に
、
そ
う
そ
う

た
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
観
光
は
予
算
が
相

当
つ
ぎ
込
ま
れ
た
領
域
で
あ
り
、
新
し
い
実
験
的
な
試
み
も

行
わ
れ
て
い
て
、
当
時
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
と
っ
て
観
光
が
大

き
な
仕
事
だ
っ
た
こ
と
は
、
有
名
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
の
関
わ

り
方
で
感
じ
ま
す
ね
。

　
そ
れ
ら
の
事
実
を
、
観
光
と
い
う
軸
で
統
合
す
る
視
点
が

そ
れ
ま
で
の
私
に
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
観
光

史
と
い
う
観
点
で
眺
め
返
し
て
み
る
と
、
改
め
て
見
え
て
く

る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

荒
山
…
観
光
史
の
研
究
は
歴
史
学
の
一
部
門
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
観
光
や
旅
行
は
歴
史
研
究
の
中
で
は
十
分
に
な
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
地
理
学
に
も
観
光
地
理

学
と
い
う
分
野
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
観
光

地
形
成
な
ど
の
研
究
が
主
流
で
、
旅
行
や
観
光
の
歴
史
そ
の

も
の
に
注
目
し
た
地
理
学
研
究
は
と
て
も
少
な
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。
旅
行
案
内
書
の
資
料
的
な
価
値
も
、
必
ず
し
も
高

く
評
価
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

山
口
…
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
で
、
日
本
政
府
が
観
光
立
国

を
掲
げ
、
民
間
で
も
こ
れ
だ
け
観
光
が
注
目
さ
れ
る
中
、
そ

ろ
そ
ろ
日
本
の
観
光
の
成
り
立
ち
や
現
在
地
点
を
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
に
問
う
歴
史
研
究
や
、
そ
の
社
会
還
元
の
方
法
を
、
し

っ
か
り
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

特集 座談会◎だから古書は おもしろい！1
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旅
行
案
内
書
の
変
遷
に
み
る

社
会
の
変
化

事
務
局
…
１
つ
の
旅
行
案
内
書
を
経
年
で
揃
え
て
お
く
こ
と

も
重
要
で
す
が
、
時
代
を
追
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
旅
行

案
内
書
を
概
観
す
る
と
、
当
時
の
地
域
の
状
況
や
旅
行
形
態

以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
よ
ね
。

荒
山
…
古
い
旅
行
案
内
書
を
手
に
し
て
ま
ず
感
じ
る
の
は
、

1
冊
の
案
内
書
を
作
る
た
め
に
非
常
に
手
間
が
か
け
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
も
や
は
り
旅
行
に
限
ら
ず
、

印
刷
出
版
物
の
持
っ
て
い
た
価
値
や
意
味
が
今
よ
り
大
き
か

っ
た
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

木
田
…
今
の
観
光
の
印
刷
物
な
ど
は
写
真
が
主
体
で
す
が
、

戦
前
は
イ
ラ
ス
ト
が
中
心
で
す
。
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
富

士
山
や
桜
な
ど
お
き
ま
り
の
題
材
が
多
い
で
す
が
、
写
真
を

見
慣
れ
た
今
の
学
生
か
ら
見
る
と
、
イ
ラ
ス
ト
で
日
本
の
観

光
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
が
新
鮮
に
映
る
よ
う
で
す
。

　
特
に
ポ
ス
タ
ー
に
関
し
て
は
、
今
は
4
色
の
オ
フ
セ
ッ
ト

印
刷
が
主
流
で
す
が
、
当
時
は
日
本
画
の
よ
う
な
色
合
い
を

出
す
た
め
に
16
枚
も
版
を
使
用
し
て
工
夫
を
凝
ら
す
な
ど
、

相
当
の
お
金
と
時
間
を
か
け
て
い
ま
す
ね
。
そ
の
一
方
で
載

せ
る
情
報
量
は
限
ら
れ
、
「
J
A
P
A
N
」
と
い
う
文
字
し

か
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
り
し
ま
す
が
、
イ
ン
パ
ク
ト
は
と

て
も
強
い
で
す
。

荒
山
…
例
え
ば
江
戸
時
代
に
よ
く
み
ら
れ
た
道
中
記
は
、
現

在
も
存
在
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
旅
行
ガ
イ
ド
に
あ
た
る
と

思
い
ま
す
。
書
か
れ
て
い
る
情
報
量
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
宿
泊
や
飲
食
の
場
所
、
次
の
宿
場
ま
で
の
距
離
な

ど
具
体
的
な
情
報
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
1
8
3
0
年
代
に
製
作
さ
れ
た
歌
川
広
重
の

『
東
海
道
五
十
三
次
』
や
葛
飾
北
斎
の
『
富
嶽
三
十
六
景
』

な
ど
の
木
版
風
景
画
は
、
現
代
の
風
景
写
真
集
の
よ
う
に
、

旅
行
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
し
誘
う
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
普
及
し

て
い
た
と
思
い
ま
す
。
木
版
印
刷
は
非
常
に
手
間
が
か
か
る

も
の
で
、
明
治
初
期
に
は
銅
版
印
刷
が
普
及
し
、
明
治
20
年

代
ぐ
ら
い
か
ら
は
活
版
印
刷
が
一
般
的
に
な
っ
て
、
旅
行
案

内
書
も
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

山
口
…
テ
レ
ビ
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
な
か
っ
た
時
代
、
ポ

ス
タ
ー
や
印
刷
物
の
影
響
力
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、

荒
山
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
旅
行
メ
デ
ィ
ア
に
マ
ニ

ュ
ア
ル
型
と
イ
メ
ー
ジ
喚
起
型
の
2
種
類
が
あ
る
と
い
う
系

譜
は
、
江
戸
時
代
か
ら
現
在
ま
で
連
続
し
て
い
る
側
面
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

荒
山
…
そ
う
し
た
基
本
は
変
わ
ら
な
い
の
で
す
が
、
明
治
期

に
鉄
道
が
登
場
し
て
旅
行
に
も
鉄
道
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
旅
行
そ
の
も
の
や
旅
行
案
内
書
に
は
大
き
な
変
化
が

も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
移
動
す
る
人
の
数
が
圧
倒
的
に
増
え
、

大
幅
に
移
動
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
し
か
も
旅
行
費
用
が
安
く

な
っ
た
。
鉄
道
の
出
現
に
よ
っ
て
旅
行
す
る
母
集
団
が
増
え
、

旅
行
の
質
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
旅
行
ガ
イ
ド
も
イ
メ
ー
ジ
喚

起
を
す
る
メ
デ
ィ
ア
も
、
そ
の
内
容
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

山
口
…
そ
れ
ま
で
は
移
動
す
る
プ
ロ
セ
ス
も
旅
行
の
大
き
な

要
素
だ
っ
た
の
が
、
鉄
道
の
出
現
に
よ
っ
て
移
動
時
間
が
大

幅
に
短
縮
さ
れ
、
目
的
地
で
過

ご
せ
る
時
間
が
長
く
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
「
行
っ

た
先
で
何
を
す
る
か
」
が
よ
り

重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
移
動
の
か
た

ち
、
つ
ま
り
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
変
化
が
、
旅
行
の
質
や
形
を
シ

フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
さ
せ
て
い
っ
た
と
言
え
ま
す
ね
。

　
旅
行
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
も
、
鉄
道
の
出
現
に
よ
っ
て
道

中
記
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
い
わ
ば
複
線
化
し
て
、
観
光
ス
ポ

ッ
ト
や
食
事
、
宿
泊
な
ど
行
っ
た
先
で
何
を
す
る
か
に
つ
い

て
紙
幅
を
割
く
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
現
れ
、
あ
る
時
期
か
ら
種

類
や
数
も
大
き
く
増
え
た
と
思
い
ま
す
。

古
書
か
ら
得
ら
れ
る
示
唆
を

現
代
に
ど
う
活
か
す
か

事
務
局
…
古
書
の
魅
力
や
面
白
さ
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
古
書
か
ら
今
な
お
学
べ
る
こ

と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
側
面
を
現
代
で
ど
う

生
か
し
て
い
け
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
活
用
の
方
法
や
可
能

性
に
つ
い
て
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
口
…
例
え
ば
、
今
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
が
こ
れ
で
良
い

の
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
際
に
、
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致

の
原
点
で
あ
る
、
1
0
0
年
前
の
喜
賓
会
の
姿
勢
を
ひ
も
と

発
想
の
転
換
や
新
た
な
価
値
を

創
造
す
る
た
め
の
古
書
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「
旅
行
案
内
書
の
系
譜
」

　
我
が
国
の
旅
行
案
内
書
の
ル
ー
ツ
は
江

戸
時
代
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。
徒
歩
で
の

旅
行
が
メ
イ
ン
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
は
、

街
道
図
や
街
道
沿
い
の
名
所
、
宿
場
の
場

所
、
名
物
、
距
離
な
ど
を
記
し
た
「
道
中

記
」
や
、
名
所
を
図
で
表
し
た
「
名
所
図

会
」
が
旅
行
案
内
書
の
役
割
を
担
っ
て
い

ま
し
た
。

　
1
8
8
0
年
〜
1
9
0
0
年
頃
に
か
け

て
全
国
の
鉄
道
網
が
整
備
さ
れ
る
と
、

『
鉄
道
院
線
沿
道
遊
覧
地
案
内
』
や
『
鉄

道
旅
行
案
内
』
に
代
表
さ
れ
る
旅
行
案
内

書
を
私
鉄
や
国
が
発
行
し
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
満
州
や
樺
太
を
案
内
し
た
も
の
も
日

本
語
で
多
く
出
版
さ
れ
た
他
、
大
阪
商
船

や
日
本
郵
船
な
ど
の
船
舶
会
社
に
よ
っ
て
、

大
陸
や
世
界
一
周
を
旅
行
す
る
案
内
書
が

出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　
1
8
9
4
年
に
日
本
初
の
時
刻
表
で
あ

る
『
汽
車
汽
船
旅
行
案
内
』（
庚
寅
新
誌

社
）
が
発
売
さ
れ
る
と
、
時
刻
表
も
旅
行

案
内
書
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
と
こ
ろ
で
、
世
界
中
の
旅
行
者
が
熱
い

信
頼
を
寄
せ
て
い
た
の
が
、
ド
イ
ツ
の
ベ

デ
カ
ー
社
や
イ
ギ
リ
ス
の
マ
レ
ー
社
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
で
し
た
。
日
本
で
も
こ
れ
ら

を
意
識
し
、
10
年
の
歳
月
を
か
け
てA

n 

offi
cial guide to Eastern A

sia

（
鉄
道
院
、

1
9
1
3
年
）全
5
巻
を
制
作
し
た
ほ
か
、

1
9
2
9
年
に
は
鉄
道
省
が
総
力
を
あ
げ

て
『
日
本
案
内
記
』（
全
8
編
）
を
発
行
し

ま
し
た
。

　
1
9
1
2
（
大
正
2
）
年
に
ジ
ャ
パ

ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
設
立

さ
れ
る
と
、
翌
年
に
機
関
誌
「
ツ
ー
リ
ス

ト
」
を
発
行
し
ま
す
が
、
同
誌
の
付
録
版

と
し
て
出
さ
れ
た
避
暑
地
紹
介
が
好
評
を

博
し
た
た
め
、
避
暑
の
み
な
ら
ず
四
季
を

通
じ
た
一
般
旅
客
の
た
め
の
旅
行
案
内
書

と
し
て
『
旅
程
と
費
用
概
算
』（
1
9
2
0

年
〜
1
9
4
0
年
）
を
出
版
し
ま
し
た
。

当
時
、
一
般
的
な
旅
行
案
内
書
が
美
文
調

だ
っ
た
の
に
対
し
、
目
的
地
へ
の
交
通
手

段
と
費
用
、
時
間
、
旅
程
案
が
わ
か
り
や

す
く
正
確
に
記
載
さ
れ
た
様
式
が
広
く
受

け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ほ
ぼ
毎

年
増
補
改
訂
さ
れ
、
1
9
3
9
（
昭
和

14
）
年
に
は
1
0
0
0
ペ
ー
ジ
を
超
え
る

大
著
と
な
っ
た
た
め
、
地
域
別
に
分
割
し

た
『
ツ
ー
リ
ス
ト
案
内
叢
書
』（
の
ち
『
東

亜
旅
行
叢
書
』
↓
『
旅
行
叢
書
』）に
引
き

継
が
れ
、
戦
後
の
『
新
旅
行
案
内
』『
最

新
旅
行
案
内
』『
ポ
ケ
ッ
ト
ガ
イ
ド
』
へ

と
継
承
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

『
旅
程
と
費
用
概
算
』ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・

ビ
ュ
ー
ロ
ー
、1
9
2
8
年

『
鐵
道
旅
行
案
内
』

鉄
道
省
、1
9
2
1
年

GREAT BRITAIN、KARL
BAEDEKER、1910 年

特集 座談会◎だから古書は おもしろい！1
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く
こ
と
も
意
味
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
先
日
、
私
の
ゼ
ミ

生
が
「
喜
賓
会
の
英
文
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
価
値
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
研
究
を
し
ま
し
た
が
、

当
時
の
訪
日
客
に
向
け
た
興
味
深
い
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
や
ホ

テ
ル
な
ど
の
情
報
が
満
載
で
し
た
。
な
か
に
は
、
い
ま
も
あ

れ
ば
面
白
い
の
に
、
と
思
う
よ
う
な
「
消
え
て
し
ま
っ
た

N
I
P
P
O
N
」
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
芝
公
園
や
東
京
帝
国
大
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
り
、
今

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
振
興
と
は
随
分
違
う
な
と
。

木
田
…
戦
前
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
の
た
め
に
多
く
の
観

光
ポ
ス
タ
ー
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
外
国
人
に
観
光
に
来
て
ほ

し
い
と
い
う
の
も
当
然
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
日
本
と
い
う
国
の
対
外
的
な
イ
メ
ー
ジ
作
り
と
い
う

要
素
も
か
な
り
大
き
く
、
だ
か
ら
こ
そ
、
い
ろ
い
ろ
な
デ
ザ

イ
ナ
ー
が
関
わ
っ
て
力
を
入
れ
て
い
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
観
光
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
は
、
実
は
直

接
旅
行
に
関
わ
ら
な
い
部
分
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
日
本

人
が
対
外
的
に
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
思
い
描
い
て
ほ
し

い
か
と
い
う
「
自
画
像
作
り
」
と
い
う
面
も
あ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
こ
う
い
う
ポ
ス
タ
ー
が
直
接
訴
え
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
観
光
や
旅
行
は
平
和
で
あ
っ
て
こ
そ
楽

し
め
る
も
の
な
の
で
、
い
か
に
戦
争
を
回
避
す
る
か
と
い
う

願
い
も
そ
こ
に
は
こ
め
ら
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

山
口
…
自
画
像
と
い
う
言
葉
は
素
晴
ら
し
い
視
点
で
す
ね
。

当
時
は
あ
る
種
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
移
動
体
験
に
対
す
る
公
共

心
み
た
い
な
も
の
が
あ
り
、
移
動
す
る
者
を
支
え
る
精
神
と
、

移
動
す
る
こ
と
に
対
す
る
寛
容
心
が
、
今
と
は
違
う
レ
ベ
ル

で
存
在
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
世
界
最
初
の
近
代
的
な
旅
行
会
社
と
言
わ
れ
る
ト
ー
マ

ス
・
ク
ッ
ク
社
も
、
公
共
心
か
ら
観
光
を
組
織
し
、
ツ
ー
リ

ス
ト
を
支
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
き
ほ
ど

話
に
出
た
木
下
淑
夫
も
、
海
外
留
学
中
に
そ
う
し
た
欧
米
の

精
神
に
感
銘
を
受
け
た
よ
う
で
、1
9
1
2
年
に
ジ
ャ
パ
ン
・

ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
創
設
し
た
時
、「
移
動
す
る
者

に
寛
容
で
あ
れ
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

荒
山
…
そ
も
そ
も
旅
行
や
観
光
は
独
立
し
て
歴
史
を
歩
ん
で

き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
鉄
道
の
誕
生
や
印
刷

技
術
の
近
代
化
、
あ
る
い
は
写
真
の
登
場
な
ど
に
よ
っ
て
旅

行
の
ス
タ
イ
ル
は
影
響
を
受
け
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て

き
ま
し
た
。
旅
行
は
私
た
ち
の
社
会
が
生
み
出
し
た
も
の
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
旅
行
の
歴
史
を
考
え
る
こ
と
は
私
た
ち
の

社
会
が
ど
う
歩
ん
で
来
た
か
を
考
え
る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
、
旅
行
に
関
連
す
る
古
書
資
料
を
通
し
て
、

私
た
ち
の
社
会
が
歩
ん
で
き
た
姿
そ
の
も
の
が
見
え
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

山
口
…
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
に
つ
い
て
も
、
現
在
あ
る
形
が

最
善
で
も
な
け
れ
ば
唯
一
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。日
本
は
1
0
0

年
前
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
を
行
っ
て
お
り
、
近
代
日
本

の
観
光
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
か
ら
出
発
し
た
と
言
え
ま
す
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
喜
賓
会
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
木
下

淑
夫
の
遺
稿
集
な
ど
は
、
改
め
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て

考
え
る
材
料
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な

日
本
を
見
せ
る
だ
け
で
な
く
、
訪
れ
る
側
と
受
け
入
れ
る
側

の
間
で
新
し
い
価
値
を
創
出
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
が
あ

っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
し
、
発
想
の
転
換
や
新
た
な
価
値

を
創
造
す
る
の
に
、
こ
う
し
た
古
書
が
役
立
つ
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
私
は
最
近
、「
観
光
を
観
光
す
る
」と
い
う
こ
と
を
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
実
践
の
一
つ
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
例
え
ば
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
経
験
し
た
日
本
旅

行
の
足
跡
を
辿
っ
た
り
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
片
手
に
観
光
地
を
訪
れ
て
み
た
り
、
他
者
が
行
っ

た
観
光
や
過
去
に
行
わ
れ
た
観
光
を
追
体
験
す
る
と
い
う
こ

「
ツ
ー
リ
ス
ト
」

（
復
刻
版 

第
Ⅰ
期 

大
正
篇
）

荒
山
正
彦 

監
修
、

ゆ
ま
に
書
房
、2
0
1
7
年

『
国
有
鉄
道
の
将
来
』木
下
淑
夫
、1
9
2
4
年
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と
で
す
。
他
人
の
旅
を
体
験
す
る
こ
と
は
新
し
い
考
え
方
で

は
な
く
、
松
尾
芭
蕉
の
足
跡
を
小
林
一
茶
が
辿
っ
た
例
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
て
「
観
光
を
観
光
す
る
」
こ
と
で
、
今
あ
る
自
分

の
人
生
を
相
対
化
で
き
、
新
た
な
発
見
も
生
ま
れ
ま
す
。

「
観
光
＝
消
費
」
で
は
決
し
て
な
く
、
そ
う
し
た
き
っ
か
け

と
な
る
の
が
観
光
の
一
つ
の
役
割
で
あ
り
、
そ
こ
で
役
立
つ

の
が
古
書
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
地
域
も
最
近
は
い
ろ
い
ろ
な
形
で
ス
ト
ー
リ
ー

を
編
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
歴
史
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
を
掘
り
起
こ
す
と
い
う
の
は
大
事
で
す
。
や
は
り
、
古

書
か
ら
そ
う
し
た
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

今
後
の
旅
の
図
書
館
へ
の
期
待

事
務
局
…
そ
れ
で
は
最
後
に
、
今
後
の
旅
の
図
書
館
へ
の
期

待
や
求
め
ら
れ
る
役
割
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
口
…
機
関
誌
「
ツ
ー
リ
ス
ト
」
が
復
刻
し
た
の
は
、
荒
山

先
生
と
旅
の
図
書
館
の
大
き
な
功
績
だ
と
思
い
ま
す
。
過
去

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
復
刻
さ
れ
た
り
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ

れ
る
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
な
研
究
が
で
き
る
の
で
、
古
書
の
可

能
性
を
考
え
る
と
、
そ
の
よ
う
に
環
境
整
備
す
る
と
い
う
仕

事
も
大
変
重
要
だ
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

荒
山
…
旅
の
図
書
館
に
対
し
て
は
、
旅
行
に
関
す
る
知
が
集

結
し
て
い
る
場
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
今
ま
で
そ
う
い
う
場
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
求
め

て
い
る
人
た
ち
は
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク
社
の
資
料
室
　
T
h
o
m
a
s 

C
o
o
k 

A
r
c
h
i
v
e
s 

が
イ
ギ
リ
ス
の
ピ
ー
タ
ー

バ
ラ
と
い
う
町
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
海
外
の
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
と
の
積
極
的
な
提
携
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

山
口
…
先
ほ
ど
木
田
先
生
が
「
自
画
像
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
が
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
創
始

者
で
あ
り
、
日
本
の
近
代
観
光
に
深
く
関
わ
っ
た
木
下
淑
夫

の
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
ア
ー
カ
イ
ブ
化
す
る
こ
と
が
、
旅
の

図
書
館
の
描
く
べ
き
自
画
像
で
は
と
思
い
ま
す
。
実
現
す
れ

ば
、
新
た
な
観
光
の
ア
イ
デ
ア
が
出
て
く
る
宝
庫
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　

木
田
…
本
や
雑
誌
は
図
書
館
な
ど
で
き
ち
ん
と
保
存
さ
れ
ま

す
が
、
書
籍
や
定
期
刊
行
物
に
属
さ
な
い
観
光
関
連
の
チ
ラ

シ
や
カ
タ
ロ
グ
、
絵
は
が
き
、
映
像
な
ど
は
、
当
時
を
知
る

の
に
非
常
に
い
い
資
料
で
す
。
し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
コ
レ

ク
タ
ー
に
頼
る
し
か
な
く
、
探
す
の
が
難
し
い
と
い
う
現
状

が
あ
り
ま
す
。
図
書
館
と
い
う
名
前
に
縛
ら
れ
ず
、
観
光
に

関
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
集
ま
る
受
け
皿
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
し
て
い
た
だ
け
る
と
素
晴
ら
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

荒
山
…
実
物
の
古
書
に
ふ
れ
ら
れ
る
場
で
あ
る
こ
と
も
重
要

で
す
。
復
刻
版
の
意
味
も
大
き
い
の
で
す
が
、
や
は
り
原
本

を
手
に
し
て
、
木
田
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
表
紙
の
色

合
い
を
見
た
り
、
紙
の
質
感
を
感
じ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。

事
務
局
…
当
館
に
来
る
学
生
さ
ん
か
ら
は
、
古
書
を
見
る
の

が
楽
し
い
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

山
口
…
最
初
は
反
応
が
悪
く
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
価
値
を
伝
え

て
か
ら
現
物
に
触
れ
て
も
ら
え
ば
、
お
そ
ら
く
学
生
た
ち
は

楽
し
い
と
感
じ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
学
生
に
は

古
書
の
実
物
を
見
せ
な
い
と
教
育
に
な
ら
な
い
で
す
ね
。
私

も
学
生
達
に
は
「
図
書
館
で
古
書
を
1
ペ
ー
ジ
で
も
め
く
っ

て
、
ち
ゃ
ん
と
実
物
を
見
て
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
古
書
の
な
か
に
は
読
み
解
く
の
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
な
技
術
や
学
術
的
な
訓
練
が
必
要
な
も
の
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
価
値
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
る
方
法
を
考
え
な
い
と
、

観
光
の
学
術
と
現
場
の
間
の
乖
離
が
激
し
く
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
危
惧
も
あ
り
ま
す
。
現
代
の
人
た
ち
に
も
理
解
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
「
通
訳
者
」
が
い
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、

古
書
を
き
ち
ん
と
再
評
価
し
て
、
ど
う
い
う
面
白
さ
が
あ
る

の
か
を
伝
え
る
こ
と
を
専
門
と
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
イ
ベ

ン
ト
や
学
芸
員
な
ど
も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

事
務
局
…
古
書
の
魅
力
や
可
能
性
に
つ
い
て
、
示
唆
に
富
ん

だ
お
話
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
現
代

に
つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
今
後
の
観
光
政
策

に
生
か
す
た
め
に
も
、
古
書
の
魅
力
を
か
み
く
だ
い
て
広
く

伝
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
旅
の

図
書
館
が
所
蔵
す
る
豊
富
な
一
次
資
料
を
ど
う
活
用
す
る
か
、

本
格
的
に
検
討
す
る
時
期
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
先
生

方
や
他
の
専
門
図
書
館
な
ど
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
な
が
ら
、

一
緒
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

旅
行
・
観
光
に
関
す
る
知
の
集
積
拠
点
、

〝
通
訳
者
〞と
し
て
の
役
割

特集 座談会◎だから古書は おもしろい！1
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『
国
鉄
興
隆
時
代 

木
下
運
輸
二
十
年
』

日
本
交
通
協
会
、日
本
交
通
協
会
、

1
9
5
7
年

『
旅
の
文
化
誌
　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と

時
刻
表
と
旅
行
者
た
ち
』

中
川
浩
一
、伝
統
と
現
代
社
、

1
9
7
9
年

「
ツ
ー
リ
ス
ト
」

ジ
ャパン・ツ
ー
リ
ス
ト・ビュ
ーロ
ー

機
関
誌

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ

ー
発
足
当
時
の
事
業
計
画
に
は
、
２
つ
の

出
版
物
の
発
行
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
つ
は
日
本
紹
介
の
た
め
に
海
外
へ
配
布

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
英
文
日
本
案
内

『
J
A
P
A
N
』（
1
9
1

3（
大
正
2
）年
11
月
発
行
）
で
、
も
う
１

つ
が
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
機
関
誌
「
ツ
ー
リ
ス

ト
」（
1
9
1
3（
大
正
2
）年
6
月
創

刊
）
で
す
。

「
ツ
ー
リ
ス
ト
」
は
国
内
外
が
提
携
し
て

世
界
の
ツ
ー
リ
ス
ト
事
業
の
発
展
を
期
し
、

国
際
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
ツ
ー
リ
ス
ト
ビ
ジ
ネ
ス
を
促
進
す

る
た
め
の
論
説
や
ビ
ュ
ー
ロ
ー
本
部
・
支

部
な
ど
の
業
務
報
告
、
外
客
の
来
訪
状
況
、

各
地
の
遊
覧
案
内
な
ど
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。

　
創
刊
当
時
の
編
集
体
制
は
、
ビ
ュ
ー
ロ

ー
の
初
代
監
事
で
あ
っ
た
生
野
團
六
が
編

集
長
を
つ
と
め
、

翻
訳
を
勝
俣
銓
吉

郎
と
C
・
F
・
ス
チ

ー
ブ
ン
ス
が
、表
紙

を
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・デ

ザ
イ
ナ
ー
の
杉
浦

非
水
が
担
当
し
ま
し
た
。
両
氏
は
『
J
A
P

A
N
』
と
「
ツ
ー
リ
ス
ト
」
が
縁
と
な
り
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
発
行
物
に
大
き
く
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
正
確
な
内
容

と
質
の
高
い
英
文
は
誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
刊
行
物
の
伝
統
の
基
礎
が
築

か
れ
ま
し
た
。

　
第
3
号
か
ら
は
英
文
欄
が
追
加
さ
れ
、

ビ
ュ
ー
ロ
ー
会
員
の
ほ
か
、
国
内
外
の
ホ

テ
ル
や
自
治
体
、
商
工
会
議
所
、
大
使
館
、

新
聞
社
、
旅
行
会
社
、
各
協
会
な
ど
に
配

布
さ
れ
ま
し
た
。
1
9
1
6（
大
正
5
）年

に
は
編
集
方
針
を
見
直
し
、
会
報
誌
と
し

て
の
性
格
か
ら
、
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
備

え
た
研
究
誌
的
な
方
向
に
重
点
が
置
か
れ

ま
し
た
。
1
9
1
9（
大
正
8
）年
夏
か
ら

は
東
宮
殿
下
に
も
献
本
し
た
と
の
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
は
、
外
客
誘
致
に
対
す
る
考
え
方

が
な
か
な
か
理
解
さ
れ
ず
、
多
く
の
誤
解

や
偏
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の

仕
事
が
余
計
な
道
楽
仕
事
の
よ
う
に
思
わ

れ
る
傾
向
も
あ
り
、
「
ツ
ー
リ
ス
ト
」
の

発
刊
は
国
民
の
意
識
醸
成
に
加
え
、
社
内

と
国
内
の
イ
ン
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
目

的
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

1
9
3
6
（
昭
和
11
）
年
7
月
に
は
日
本

語
の
記
事
を
雑
誌
「
旅
」
に
併
合
し
、
ツ

ー
リ
ス
ト
は
英
文
誌
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
1
9
4
1
（
昭
和
16
）
年
5
月

「
ツ
ー
リ
ス
ト
・
エ
ン
ド
・
ト
ラ
ベ
ル
・

ニ
ュ
ー
ス
」
と
改
題
し
ま
す
が
、
太
平
洋

戦
争
の
さ
な
か
に
廃
刊
と
な
り
ま
し
た
。

「
ツ
ー
リ
ス
ト
」は
1
9
1
0
年
代
か
ら

1
9
3
0
年
代
に
か
け
て
の
観
光
史
を
ひ

も
と
く
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
し
て
多
く

の
研
究
者
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
旅
の
図

書
館
で
は
1
9
2
4
年
創
刊
の
雑
誌「
旅
」

と
あ
わ
せ
て
デ
ー
タ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　
ま
た
、
2
0
1
7
年
か
ら
は
ゆ
ま
に
書

房
よ
り
「
ツ
ー
リ
ス
ト
」
復
刻
版
が
順
次

発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ツ
ー
リ
ス
ト
」創
刊
号
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